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稚内北星学園大学では、2009年度現在、学部共通専門科目 (メディア系) として「インターネット論
/ 」および「インターネット・リテラシー / 」を開講している。このうち筆者が担当するのはイ
ンターネット論 およびインターネット・リテラシー である。それぞれの科目はインターネット論
およびインターネット・リテラシー に続いて実施する。
本稿では、従前のインターネット論 およびインターネット・リテラシー に対するカリキュラム

の再構成の試みを示す。カリキュラムの構成においては、インターネットを「高級言語」と「つなが
りの科学」と位置づけており、社会学系の学生の対応を考慮して、技術的な側面を極力抑えるものと
している。
本稿校了時点において講義は15回中８回を終えており、「高級言語」の側面からは情報を作成する

上での心得を、また「つながりの科学」の側面からは情報の発信者および情報を活用するものとして
の心得をテーマとしている。
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